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日
本
Ｊ
Ｃ
九
州
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
協

大
村
市
で
公
開
討
論
会

晋
立
候
補
予
定
の
２
氏
参
加

補
を
一主
定
し
て
い
る
自
民
党

現
職
の
谷
川
弥

一
氏
と
民
主

党
現
瞼
の
山
田
正
彦
氏

（九

州
比
例
）
に
よ
る
公
開
討
論

会
を
十
五
日
午
後
七
時
か

ら
、
大
村
市
東
三
城
町
の
大

亘^
商
工
会
議
所
で
開
く
。

県
選
出
の
国
会
議
員
に
よ

る
討
論
を
通
し
て
、
多
く
の

有
権
者
に
政
治
を
身
近
に
感

一じ
、
判
断
材
料
に
し
て
も
ら

う
の
が
狙
い
。
県
内
各
地
か

ら
の
交
通
の
利
便
性
が
高
い

大
村
市
で
の
開
催
を
企
画

し
、
自
民
、
民
主
各
県
連
に

打
診
し
た
結
果
、
画
緊

出

席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二

人
の
公
開
討
論
会
は
前
回
選

挙
が
あ
っ
た
二
〇
〇
五
年
以

来
、
二
回
目
。
論
点
は
①
農

林
水
産
業
②
年
金
問
題
を
中

心
と
し
た
社
会
保
障
③
県
内

に
お
け
る
離
党
政
策
―
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
両
氏
が

見
解
を
述
べ
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
る
北
村
会
長
は
八
日
、
記

者
会
見
し

響
互
い
が
主
張
す

る
政
策
の
根
拠
に
耳
を
傾
け

た
い
。
特
に
若
い
世
代
に
来

場
し
て
は
し
い
」と
述
べ
た
。

定
員
は
四
百
人
で
入
場
無

料
。
申
し
込
み
不
要
。
問
い

合
わ
せ
は
事
務
局

（佐
匹
保

青
年
会
一曇
堕
Ｃ

・人
一９
５

０

（２
２
）
２
４
８
３
。

ドキュメン

日
本
青
年
会
議
所
九
州
地

区
長
崎
プ
ロ
ッ
ク
協
議
会

（北
村
景
寿
会
長
）
は
い
次

期
衆
院
選
長
崎
３
区
に
立
候

―

‥
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谷川、山田雨氏

‐５
日
大
村
で
公
開
討
論

日
本
書
昇
テ
（至
車
所
九
州
地
区

長
崎
プ

ロ
ッ
ク
協
議
会

（北
村

貴
寿
会
長

）
は
十
五
日
午
後
七

時

、
大
村
市
東
三
城
町
の
大
村

商

工
会
議
所
で

「政
権

″せ
ん

た
く
″
公
開
討
論
会
」
を
開
く
。

自
民
党
の
谷
川
弥

〓
蓄
員

（長

政
権
選
択
の
判
断
材
料
に

崎
３
区
）
と
民
主
党
の
山
田
正

彦
議
員

（比
例
九
州
）
が
激
論

を
交
わ
す
。
入
場
無
料
。

解
散
総
選
挙
が
近
づ
く
中
、

政
策
論
争
を
実
編
し

て
有
権
者

の
判
断
材
料
に
し
て
・
０
，
つ
．

▽
日
本

の
農
林
水
産
業
▽
日
本

の
社
会
保
障

（年
金

）
▽
本
県

の
整

島
政
策
―
の
三
つ
の
“
雲
尽

別
に
政
策
を
発
表
。引
き
続
き
、

質
疑
が
あ
る
。

北
村
会
長
は

「本
県
選
出
の

国
会
議
員
で
人
選
を
進
め
た
た

め
、
自
民
党
と
民
主
党
に
な
っ

た
。
耳
当
た
り
の
良
い
政
策
だ

け
で
は
い
け
な
い
と
思
う
。
国

の
行
く
末
は
有
権
者
が
決
め

る
。
主
体
的
に
政
権
を
選
択
し

て
は
し
い
」
と
参
加
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。
定
員
は
四
百
人
。

問
い
合
わ
せ
は
佐
世
保
青
年

会
議
所

（電
０
９
５
６
　
２２

２
４
８
３
）
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
，
一
一
●
●
ミ
〓
〓

で
く
〇
∞

」
ｏ
く
ｏ
①
の

Ｏ
「

」
も
ヽ

β
Ｏ
Ｏ
∞
ヽ
界
К
Ｃ

∽
，
」
ヽ
つ
”
∞
“

∽
“
＾

¨
ヽ
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谷
川
、
山
口
両
氏
が

公
開
討
論
会
で
火
花

大

村

【十
省
■

次
期
衆
院
量
の
立

候
補

予
定
書

を
ヽ
線

に
し
た

「政
権

″せ
ん
た
イ
が

公
開
討

奎
賞
書
」
が
十
五
日
夜
　
〓
村

●

東
二
城
Ｌ

の
大
村
商
工
会
を
所

で
あ
り
　
長
崎
３

区
で
出
馬
を

，■
■
し
て
い
る
自
民
現
職

の
谷

川
弥

一
氏
，
こ
と
　
民
主
現
職

の
山

田
正
彦
氏
，
こ

――
比
例
九

州

―
が
政
策
論

争
を
交

わ
し

政
一奎
盟
〓
〓
文
わ
ン
に
査
川
民

左^
）

出

罠
１
人
村
■

大
，
壽
Ｉ
露
辟
¨

た
。曰

本
置
〓
‘
ヨ
【一，
九
州
地

区

長
崎
プ

ロ
ッ
ク
磁
議
，

北^
村

資
寿
＾
一
長

）
主
催
　
解
散

総
選

挙
が

迫
る
中
　

立
候

画

〓

警

に
政
策
論
争
し

て
０

つ
い
、
有

権
者

に
判
断
材
料

を
提

供
す

る

の
が
目
的

．
今

の
と
こ
ろ
　
長

崎
３
区
は

一●
入
以
外
に
出
馬

の

動
き

が
な
く

、　
〓
稜
せ
０
と

な

る
可
能
性
が
一尚
い
．

『訂
論
入
ｘ
で
は
▽
慶
林
水
産
業

▽
社
会
保
障

（年
全
）
▽
離
島

政
策
―
の
二
項
目
に
つ
い
て
、

交
代
で
‘
十

分
ず
２

璽

¨

農
林
丞

霊

東
で
は

谷
川
氏

が

「農
茉
は
魅
力
あ
る
産
業
で

な
く
な
り

つ
つ
あ
る
．
何
ら
か

の

（所
写
）
補
償
を
す
る
以
外

に
な
い
．
産
業
で
は
な
く

『峰

朴
ど

と
し
て
維
持
す

る
∠
豊
か

あ
る
」と
指
摘

山
口
ヽ
ほ

「世

界
的
な
食
料
た
機
が
起
こ
る
可

能
性
一が
あ
る
。
食
料
西
，
等
ｆ
各

高

め
る
た
め
、
民
主
；
語
二

兆

円
の
鷹
雪
帯
右
橿
灌
り
と
考
え
て

い
る
」
と
述
べ
た
．

川
氏
は

『
若
者
に
と

っ
て

一
次

産
業
が

魅
力
あ
る

職
場
に
な
ら

な

い
限
り

、
離
島

が
疲
黎
す

る

ス
方
は
上
０
ら
れ
な
い
　
『癒

や
し

の
観
光
』
に
取
り
組
み

人

口
減
少
を
食
い
止

め
な
け
れ

ば
な

りヽ
‘
い
」
、
山

口
氏
は

「
フ

ラ

ン
ス
で
は
警

島
政
策
と
し

て

減
税
措
置
を
取

っ
て
い
る
．
党

内

で
ま
た

理
解
を

得
ら
れ

て
い

な

い
が

、
離
島

で
の
消
費
，

の

減

見
を
実
現
さ

せ
た

い

一
な
ど

と
〓
■
え
た

警

ｐ
“
策
に
関
し
て
は
、
谷
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討 論 を終 え 、握 手 す る谷

"t弥

― 氏 (左)と

山 田正彦氏

ドキュメン

‐ |■

衆院3区

嬰
一齢殷
大
村
市
で
公
開
討
論

次
期
衆
院
選
長
崎
３
区
に
立
瞑
補
を
ｉ
だ
し
て
い
る
自
民
党
現
職
０
谷
川
弥
一
氏
と
民
主
党
現
職
の
山

田
上
彦
氏
（
比
例
九
州
）
の
公
開
討
書
館
が
十
五
日
夜
、
大
村
市
内
で
あ
っ
た
。
過
去
二
回
の
衆
院
選
で

し
の
ぎ
を
削
っ
た
一］
氏
は
、
互
い
の
党
の
政
策
を

置

ら
ま
き
」

コ
冨
僚
支
配
」
と
真
っ
向
か
ら
批
判
。

早
く
も
熱
い

″前
哺
戦
″
を
繰
り
広
げ
た
。

討
論
箸
は
、
次
頷
郷
本院
逮

の
投
票
の
判
断
材
料
に
も
し

て
も
ら
お
う
と
、
日
本
青
年

会
議
所
九
州
長
崎
プ
ロ
ッ
ク

動製
蚕
が
主
催
。
約
四
国
人

が
集
ま
っ
た
。

最

、
山
罠

員

売

が
提
唱
す
る
子
ど
も
手
当
支

給
や
高
速
道
無
料
化
に
言

及
。

「実
現
す
る
こ
と
で
地

方
の
消
費
が
活
性
化
し
景
気

も
回
復
す
る
」と
主
張
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
谷
旭
氏
は

民
主
党
の
政
策
を

「糖
尿
病

の
患
者
に
ま
ん
じ
ゅ
う
を
食

え
と
い
う
よ
う
な
も
の
」
と

批
判

置
ら
ま
き
で
は
駄

目
．
集
中
的
に
対
策
を
取
る

の
が
救
済
だ
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
谷
川
氏
は
年
金
を

合
め
た
社
会
保
障
に
関
し
て

も

「十
年
後
、
百
年
後
も
日

本
の
社
会
は
続
く
。
つ
ら
い

が
、
一
定
の
金
額
の
中
で
や

っ
て
い
く
し
か
な
く
、
ば
ら

ま
い
て
無
責
任
な
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
述
べ
、
再
度
民

主
党
の
政
策
を
批
判
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
山
田
氏
は

「谷
川
さ
ん
は
「
日
本
は

″糖

尿
戸

で
大
変
で
、
金
は
な

い
』
と
言
う
が
、
与
党
と
官

億
は
国
家
予
算
よ
り
は
る
か

に
大
規
模
な
特
別
会
計
を
勝

手
に
割
り
振
っ
て
い
る
。
官

僚
支
配
を
た
た
き
切
る
の
が

わ
れ
わ
れ
の
課
題
だ
」
と
応

じ
た
。
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山
田
氏
は

「小
泉
改
革

衆
院
選
へ
持
論
熱
く

長
崎
３
区
２
氏
公
開
討
論

日
本
書
年
会
議
所
九
州

地
区
長
崎
プ

ロ
ッ
ク
協
議

会

（北
村
貴
寿
会
長
）
は

‐５
日
夜
、
大
村
市
内
で
、

次
期
衆
院
選
に
長
崎
３
区

か
ら
出
馬
予
定
の
自
民
現

職

・
谷
川
弥

一
氏
（
６７
）
と

民
主
現
職

・
山
田
正
彦
氏

（６６
）
を
招
い
た
公
開
討
論

会
を
開
催
し
た
。
過
去
２

回

（０３
ヽ

０５
年
）
に
わ
た

っ
て
３
区
で
し
の
ぎ
を
削

っ
た
２
氏
の
舌
戦
が
約
４

０
０
人

の
市
民
の
前
で
展

開
さ
れ
た
。

「国
事
総
論
」

「農
林

水
産
業
」

「社
会
保
障
」

「離
島
政
策
」
を
テ
ー

マ

に
２
氏
は
持
論
を
展
開
し

た
。

以
降
、
大
企
業
優
運
の
政

治
が
続
い
て
お
り
、
経
済

的
弱
者
救
済
の
政
治
を
目

指
す
。
子
供
手
当
や
低
額

給
与
に
苦
し
む
介
護
現
場

の
給
与
体
系
を
見
直
す
」

と
主
張
。

谷
川
氏
は

「日
本
は
収

入
不
足
の
状
態
だ
。
果
た

し
て

（民
主
党
の
ば
ら
ま

き
の
）
財
源
は
ど
こ
か
ら

来
る
の
か
？
　
政
権
与
党

は
孫
の
世
代
の
た
め
に
来

来
を
見
据
え
て
い
る
」
と

民
主
党
政
策

を
批
判
し

た
。ま

だ
衆
院
解
散
も
さ
れ

て
い
な
い
が
、
総
選
挙
に

向
け
た
熱
気
が
会
場
を
包

ん
で
い
た
。【柳

瀬
成

一
郎
】


